
1月20日、坂下東幼稚園で保護
者会のお父さん・お母さんにご協
力をいただきながら、臼と杵を使
った餅つき会が行われました。お
父さんたちに支えてもらいながら
餅をつく園児や1人で杵を持ち上
げて餅をつく園児など1人ひとり
が一生懸命に餅をつきました。出
来上がったきな粉餅や汁餅はお遊
戯室でクラス全員で楽しくいただ
きました。

まだまだ寒い日が続きますが、この時期には様々な伝統行事が行われます。
１月14日には穏やかな天候の中、約400年の伝統を誇る坂下初市が盛大に開催され

ました。今年の大俵引きでは東方が勝ちましたので、米価の上昇に期待するところで
あります。その他には各地区・家庭などで、「歳の神」や「団子さし」などを行った方
も多いのではないでしょうか。また、近年は節分の日に恵方巻きを食べる家庭も増え
てきているようですが、これは関西地方での風習が全国的に広まってきたものです。

伝統文化を残しつつ、新しいものを取り入れていく。これは町行政についても同様
であり、伝統を継承し郷土愛を育むことで地域を守りながら、新しいものや人を取り
込んで町を発展させていくということが重要であると考えます。

立春を過ぎ、暦の上では春になりました。人口の減少、少子高齢化等、町を取り巻く社会的環境は厳し
い冬の状況ではありますが、会津坂下町に春が訪れるよう、町発展のために尽力してまいります。

「立春を過ぎて」

坂下東幼稚園で餅つき会

坂下東幼稚園　福島県建築文化賞準賞を受賞
1月23日、第31回福島県建築文化賞表彰式が開催されました。木造平屋建の坂下東幼稚園は、
威圧感のない親しみやすい外観デザインと先人が植え育てた学校林から伐採した丸太がそのま
ま柱に使用され、枝のように梁を支える構造美が高く評価されての受賞となりました。

［福島民報社提供］
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「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
」
で
は
、
行
政
の
講
座
（
情
報
提

供
）
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
の
方
々

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
知
識
や
特
技
な
ど

を
町
民
団
体
・
学
習
サ
ー
ク
ル
等
の

求
め
に
応
じ
て
教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
あ
な
た
の
隠
れ
た
特
技

や
幅
広
い
知
識
を
、
出
前
講
座
で
広

く
子
ど
も
た
ち
や
町
民
の
方
々
の
た

め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

例
え
ば
、

・
ケ
ン
玉
の
達
人

・
森
や
川
に
関
す
る
こ
と

・
昔
遊
び
体
験

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
座
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
方
、
講
座
名
、
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
、
対
象
者
、
講
師
名
を
、

左
記
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

２
月
27
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
83
‐
３
０
１
０

9

募
集

出
前
講
座
・
町
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
師
募
集

平
成
27
年
度

地
域
づ
く
り
応
援
事
業
募
集

　

全
会
津
17
市
町
村
等
で
構
成
し
て

い
る
「
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

協
議
会
」
で
は
、
地
域
づ
く
り
・
人

づ
く
り
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
積
極

的
に
実
践
す
る
団
体
を
支
援
す
る
た

め
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
25
日（
水
）～
３
月
18
日（
水
）

▼
補
助
金
額

　

最
大
50
万
円

（
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
）

▼
対
象
事
業

　

左
記
の
よ
う
な
事
業
が
対
象
で
す
。

①
広
域
的
な
波
及
効
果
が
あ
る

②
地
域
の
特
色
・
特
徴
が
出
て
い
る

③
地
域
間
交
流
に
つ
な
が
る 

な
ど

▼
申
請
書
の
入
手
方
法

①
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.aizu-furusato.com

②
役
場　

政
策
企
画
班
か
ら
受
取

③
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議

会
事
務
局
か
ら
受
取

▼
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
財
務
課　

政
策
企
画
班

　

☎
84
‐
１
５
０
４

ま
た
は
、
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
協
議
会
事
務
局

会
津
若
松
市
中
央
三
丁
目
10
‐
12

☎
24
‐
６
３
１
２

役
場
臨
時
職
員
募
集

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
臨
時
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
希
望
す
る

方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
職
種
及
び
募
集
予
定
人
員

○
臨
時
保
健
師　
　
　
　
　
　

2
名

○
臨
時
事
務
補
助
員　
　
　

若
干
名

○
臨
時
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

○
臨
時
運
転
手　
　
　
　
　
　

１
名

▼
応
募
資
格

○
臨
時
保
健
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭

　

昭
和
39
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
該
当
職
種
の
免

許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
方

○
臨
時
事
務
補
助
員

　
　

昭
和
39
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
の
で
き
る
方

○
臨
時
運
転
手

　
　

昭
和
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
大
型
運
転
免
許
（
１

種
ま
た
は
２
種
）
を
有
す
る
方

▼
雇
用
期
間

○
臨
時
保
健
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
・
運
転
手

　
　

原
則
と
し
て
12
か
月
雇
用

○
臨
時
事
務
補
助
員

　
　

原
則
と
し
て
11
か
月
雇
用

　
（
１
か
月
の
休
み
期
間
が
あ
り
ま
す
。）

▼
休
日
・
休
暇

○
土
・
日
曜
日
及
び
交
代
制
に
よ
る

所
属
長
が
指
定
す
る
日
・
休
日

（
祝
日
法
に
定
め
る
休
日
並
び
に

１
月
２
日
及
び
３
日
並
び
に
12

月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
の
日
）

※
た
だ
し
、
臨
時
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
に
つ
い
て
は
、
時
差
出
勤
に

よ
り
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
土

曜
日
も
月
２
日
程
度
勤
務
を
要

し
ま
す
。

　

運
転
手
に
つ
い
て
は
土
・
日
曜
日

勤
務
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
勤
務
時
間　

条
例
定
数
内
職
員
の

例
に
よ
る
。

▼
福
利
厚
生

○
有
給
休
暇　

年
間
10
日
間

○
社
会
保
険
及
び
雇
用
保
険
加
入

○
そ
の
他
詳
細
は
、
会
津
坂
下
町
嘱

託
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
則

ま
た
は
会
津
坂
下
町
賃
金
支
弁

職
員
雇
用
等
管
理
規
程
に
基
づ

く
。

▼
提
出
書
類

①
履
歴
書

②
資
格
・
免
許
の
写
し
、
ま
た
は
取

得
見
込
み
を
証
明
す
る
書
類

③
臨
時
運
転
手
に
つ
い
て
は
運
転
記

録
証
明
書
（
過
去
５
年
分
）

▼
申
込
期
限

　

２
月
27
日
（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
管
理
班

　

☎
84
‐
１
５
０
３

健
康
・
子
育
て

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

私
た
ち
の
身
体
の
中
を
流
れ
て
い

る
血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ

り
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸
血

に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分
に
確

保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え
ず
誰

か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
日

　

2
月
17
日
（
火
）

▼
場
所
・
時
間

○
坂
下
電
子
光
学
㈱　

第
二
工
場

　

午
前
9
時
30
分
～
10
時
30
分

○
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

会
津
地
域
研
究
所

　

午
後
12
時
30
分
～
1
時
30
分

○
㈱
マ
タ
イ
東
北　

福
島
工
場

　

午
後
2
時
～
4
時

▼
対
象
者

①
16
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重　
　

男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
　

女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　

☎
83
‐
１
０
０
０



お information

10

２
月
10
日（
火
）は
児
童
手
当

の
支
給
日
で
す

　

今
回
支
給
さ
れ
る
の
は
、
平
成
26

年
10
月
～
平
成
27
年
１
月
分
の
児
童

手
当
で
す
。
個
別
に
振
込
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
通
帳
記
帳
に
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
課　

子
ど
も
支
援
班

　

☎
84
‐
３
７
１
２

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
及
び
生
徒

を
援
助
す
る
制
度
で
、
子
ど
も
達
が

安
心
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
学
校
で

か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
も

の
で
す
。

▼
対
象

　

町
内
の
小
中
学
校
又
は
会
津
学
鳳

中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
（
非
課
税
世
帯
等
が
対
象
）

▼
内
容

　

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
学
校

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部

を
援
助

▼
そ
の
他

　

収
入
の
状
況
や
各
種
援
助
事
業
の

受
給
状
況
等
を
審
査
し
、
要
件
を
満

た
す
世
帯
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

３
月
３
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

教
育
総
務
班

　
（
役
場
南
分
庁
舎
）

　

☎
84
‐
３
７
１
１

暮
ら
し

お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証

が
、
埼
玉
県
川
口
市
で
も
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

車
椅
子
マ
ー
ク
の
あ
る
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
適
正
利
用
を
図
る
た
め
に
発

行
さ
れ
る
「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利

用
証
」
は
、
既
に
31
府
県
の
協
力
施

設
で
相
互
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

埼
玉
県
川
口
市
の
協
力
施
設
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
本
当
に
必
要
な
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。現在利用できる府県市

岩手県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、
福井県、山梨県、静岡県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、
香川県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、
大分県、宮崎県、鹿児島県、埼玉県川口市

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
課　

福
祉
健
康
班

　

☎
84
‐
１
５
２
２

　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
29
‐
５
２
７
２

　

県
庁
高
齢
福
祉
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
１
９
７

町
税
等
の
口
座
振
替
依
頼

締
切
日
に
つ
い
て

　

町
税
等
を
口
座
振
替
で
納
め
る
に

は
金
融
機
関
で
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
第
１
期
分

か
ら
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
締
切
日

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

　

東
邦
銀
行
・
大
東
銀
行
・
会
津
信

用
金
庫
・
会
津
商
工
信
用
組
合
・
Ｊ

Ａ
会
津
み
ど
り
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
各

店
舗
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
用
紙
は
町
内
各
金
融
機
関
窓

口
、
役
場
税
務
管
理
班
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

▼
税
目
別
口
座
振
替
依
頼
書
締
切
日

　

・
固
定
資
産
税　

２
月
27
日

　

・
軽
自
動
車
税　

３
月
31
日

　

・
町
県
民
税　
　

４
月
30
日

※
締
切
日
以
降
の
受
付
分
は
第
２
期

か
ら
の
振
替
（
一
括
納
付
の
場
合

は
次
年
度
）
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

税
務
管
理
班

　

☎
84
‐
１
５
０
２

就
職
フ
ェ
ア
in
あ
い
づ

合
同
面
接
会

　

会
津
地
域
の
求
人
企
業
が
一
堂
に

会
し
、
企
業
概
要
や
求
人
内
容
の
説

明
、
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
加
対
象
者
は
一
般
求
職
者
で
、

参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
日
程

　

２
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　
（
受
付
：
正
午
～
）

▼
会
場

　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
番
地
）

▼
参
加
企
業
数

　

会
津
に
本
社
、
営
業
所
の
あ
る
事

業
所
50
社

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
地
域
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

　

☎
23
‐
９
１
８
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.aizu-koyou.net

４月から会津西部斎苑の火葬炉使用料金が改定されます

　斎苑施設の老朽化に伴う修繕工事や維持管理ならびに施設周辺の環境整備の充実を図るため、条例
改正が行われ、火葬炉の使用料が変わります。ご理解とご協力をお願いします。

４月１日使用分から 「会津坂下町住民」の火葬炉使用料が２８,０００円になります。

▼問い合わせ先：生活課　戸籍環境班　☎８４－１５００

健
康
・
子
育
て
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
の

最
新
デ
ー
タ
が
閲
覧
で
き
ま
す

　

福
島
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
が
左
記
窓
口
の
パ
ソ
コ
ン
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
職
種
や
就
業
場
所
等

を
選
択
し
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、

求
人
情
報
も
毎
日
更
新
さ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
週
金
曜
日
に
発
行
し
て

お
り
ま
す
会
津
若
松
と
喜
多
方
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
一
覧
表
は
、

従
来
ど
お
り
役
場
玄
関
入
口
と
中
央

公
民
館
ロ
ビ
ー
に
備
え
つ
け
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
閲
覧
場
所

　

役
場　

東
分
庁
舎
窓
口

▼
閲
覧
日
時

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課　

商
工
観
光
班

　

☎
83
‐
５
７
１
１

催
し
・
講
座

大
好
評
!! 

お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン
グ
②

伝
え
た
い
お
ふ
く
ろ
の
味

ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー・

　
サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
提
供
会
員
講
習
会

　

託
児
室
も
設
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
!!

▼
日
時

　

2
月
17
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
1
時

▼
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
会
津
の
家
庭
料
理

　

カ
ラ
フ
ル
寿
司
・
魚
の
煮
付
け

　

つ
む
じ
け
え
り
・
他

★
対
象
者
は
40
代
ま
で

　
（
男
性
大
歓
迎
）

★
参
加
費
は
1
回
３
０
０
円
で
す
。

★
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ
い
。

★
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
託
児

の
有
無
も
併
せ
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
１
０
０
０

　

ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
提
供
会
員
と
し
て

援
助
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知

識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会
を
、

3
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
好
き
な
方
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、

ぜ
ひ
受
講
し
て
見
ま
せ
ん
か
？

　

講
習
を
受
け
る
に
は
事
前
に
登
録
が

必
要
で
す
。
詳
し
い
日
程
・
内
容
等
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

○
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
預
か
り

に
つ
い
て

○
子
ど
も
・
子
育
て
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て

○
子
ど
も
の
事
故
と
安
全

○
小
児
看
護
の
基
礎
知
識　

他

▼
問
い
合
わ
せ
先

ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
０
７
０
８

暮
ら
し

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き

は
、
毎
年
３
月
に
集
中
し
、
窓
口
や

車
検
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
名
義

変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車
、
車
検
な

ど
の
手
続
き
は
２
月
中
に
行
う
な

ど
、
早
め
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
生
き
て
こ
そ
」
上
映
会

　

会
津
の
語
り
の
伝
承
者
山
田
登
志

美
さ
ん
の
半
生
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
す
。

　

語
り
を
伝
え
る
中
で
起
き
た
東
日

本
大
震
災
。
放
射
能
と
格
闘
す
る
米

作
り
や
被
災
地
を
巡
り
、
福
島
の
将
来

や
子
ど
も
た
ち
を
思
う
山
田
さ
ん
の
姿

と
四
季
折
々
に
変
わ
る
千
変
万
化
の
福

島
の
美
し
い
風
景
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
町
・
町
教
育
委
員
会
も
後
援
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時

　

３
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

　

・
映
画　

74
分
間

　

・
山
田
登
志
美
さ
ん
と
我
孫
子
亘

　
　

監
督
の
ト
ー
ク 

20
分
間

▼
場
所

　

中
央
公
民
館　

大
研
修
室

▼
入
場
券

　

・
一
般　

１
０
０
０
円

　
　
（
当
日
１
２
０
０
円
）

　

・
小
学
生
以
下　

無
料

▼
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ば
ん
げ
語
り
部
の
会

　

齋
藤　

恵
子

　

☎
83
‐
２
４
９
７

　

遠
藤　

智
子

　

☎
83
‐
４
１
３
７

※
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
金
銀
交
流
サ

ロ
ン
窓
口
で
も
チ
ケ
ッ
ト
を
取

り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

☎
84
‐
３
０
３
０

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

登
録
関
係　

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
５

　

検
査
関
係

　

☎
０
２
４
‐
５
４
６
‐
０
３
４
２



お information

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

　

新
年
を
迎
え
寒
さ
も
一
段
と
厳
し

く
家
庭
で
の
暖
房
器
具
の
使
用
が
増

え
て
い
ま
す
。
可
燃
物
を
近
く
に
置

か
な
い
、
燃
料
を
給
油
す
る
際
は
消

火
す
る
な
ど
、
取
扱
い
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼
消し

ょ
う
ぼ
う防
水す

い
り利
の
除
雪
に
つ
い
て

消し
ょ
う
ぼ
う防

水す
い
り利

と
は
？

・
消
防
活
動
を
行
う
際
の
水
利
施
設

の
こ
と
で
す
。（
消
火
栓
・
防
火

水
槽
・
河
川
・
池
・
海
・
湖
・
井

戸
・
下
水
道
等
）

注　

意

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成26年12月末現在）
区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい
空き巣ねらい 8 2 車 上 ね ら い 2 2
忍 込 み 10 3 ひ っ た く り
事 務 所 荒 し 1 1 部 品 ね ら い 2 1
出 店 荒 し 強制わいせつ
自 動 車 盗 1 1 街頭犯罪合計 37 21
オートバイ盗 その他刑法犯等 79 61
自 転 車 盗 13 11 全 刑 法 犯 116 82

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
3
4
5
1

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

ケ
ー
タ
イ
サ
イ
ト
の

　
　
　
　
利
用
は
慎
重
に
!!

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
を

通
じ
て
、
詐
欺
、
恐
喝
、
性
犯
罪
な

ど
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

（
ゲ
ー
ム
や
交
流
サ
イ
ト
、
プ
ロ
フ
）

な
ど
に
潜
ん
で
悪
い
こ
と
を
た
く
ら

む
者
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
ゲ
ー
ム
系
サ
イ
ト

初
め
は
無
料
で
も
、
ゲ
ー
ム
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
必
要
な
有
料
ア
イ

テ
ム
を
次
々
と
購
入
し
た
結
果
、
多

額
の
請
求
を
受
け
た
。「
無
料
」
を

う
の
み
に
し
な
い
こ
と
。

▼
メ
ー
ル
（
迷
惑
・
勧
誘
メ
ー
ル
な

ど
）

　

届
い
た
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
ア

ド
レ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
勝
手
に

会
員
登
録
さ
れ
て
し
ま
い
、
身
に
覚

え
の
な
い
請
求
を
受
け
た
。
万
が

一
、
ク
リ
ッ
ク
し
て
お
金
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
家
族
や
警
察

署
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
。

▼
交
流
サ
イ
ト

交
流
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
異
性

と
仲
良
く
な
り
、
直
接
会
っ
た
ら
わ

い
せ
つ
な
こ
と
を
さ
れ
た
。
サ
イ
ト

で
知
り
合
っ
た
他
人
と
は
安
易
に
会

っ
た
り
し
な
い
こ
と
。

▼
プ
ロ
フ

プ
ロ
フ
で
知
り
合
っ
た
人
に
お
願

い
さ
れ
た
の
で
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま

に
裸
の
写
真
を
送
っ
た
ら
、
ネ
ッ
ト

に
写
真
を
ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
ネ
ッ
ト
に
流
出
し
て
し
ま
っ
た

画
像
は
回
収
不
可
能
に
な
る
の
で
絶

対
に
送
っ
た
り
し
な
い
こ
と
。

町
内
に
お
い
て
、
12
月
中
に
刑
法

犯
の
発
生
が
4
件
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
普
段
目
に
す
る
の
は
、

地
上
式
消
火
栓
と
防
火
水
槽
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
冬
期
間
は
積
雪
に

よ
り
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
位
置
が

分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
火
災
が
発

生
す
る
と
、
そ
の
近
く
の
消
火
栓
や

防
火
水
槽
を
使
用
し
ま
す
が
雪
で
埋

も
れ
て
い
る
と
掘
り
起
こ
す
こ
と
か

ら
始
ま
る
た
め
消
火
活
動
に
大
き
な

支
障
を
来
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
次
の

3
つ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
　
道
路
除
雪
等
の
雪
で
消
火
栓
が

埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の

除
雪

②
　
消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
標
識
が

あ
る
場
所
へ
は
雪
を
捨
て
な
い

③
　
消
火
栓
付
近
へ
の
駐
車
は
避
け
る

・
除
雪
の
際
は
十
分
周
り
に
気
を
付

け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

側
溝
等
に
雪
を
捨
て
る
と
詰
ま

っ
て
冠
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
４
１
０
０
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83
‐
０
２
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㈱あいづダストセンター  
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等 

廃棄物のことならお気軽にご相談ください
□本 社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 TEL 0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 TEL 0241-42-2890



事 業 名 日　 時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　 考

すこやかキッズ

2月12日（木）
午前10時〜

11時30分 場　健康管理センター
問　☎ 83-1000

対　０〜２歳の子どもと保護者
持　オムツ・ミルク・飲み物
内　工作「おひな様を作ろう」他

2月26日（木）
午前10時〜

11時30分

対　２歳〜幼稚園入園前の子どもと保護者
持　オムツ・飲み物
内　工作「おひな様を作ろう」他

☆ワクワク　　
　　ドキドキ☆
楽しい広場

2月21日（土）
午前9時30分〜

11時30分

場　ばんげ保育所
問■申　☎ 83-3202　

対　町内在住の小学校入学前のお子さん
　　です。
内　うれしい　ひなまつり会☆
持　飲み物

税の
無料相談会

2月23日（月）
午前10時〜

午後4時

場　アピオスペース
　　2F 研修室
問　東北税理士会
　　会津若松支部
　　☎ 24-2411　

内　税に関してのご質問をお受けします
のでぜひこの機会をご利用くださ
い。

農地相談会 2月27日(金)
午後2時〜4時

場　役場三階大会議室
問　産業課　農業委員会
　　☎ 84-1534

内　農地の売買、貸借、転用等ご相談くだ
さい。各地区担当の農業委員がお待
ちしております。

農・笑・交
プロジェクト
「農笑交寄席」

2月27日(金)
午後5時〜

場　坂下給食センター
問　産業課　農林振興班
　　☎ 84-1505

内　落語家三遊亭兼好師匠による、爆笑
寄席を開催します。　

■費　寄席観覧料：1,000円
　　懇親会費：3,000円（希望者）

人権・行政
合同相談会

3月3日(火)
午前10時
　　〜午後3時

場　保健福祉センター
問　社会福祉協議会　
　　☎ 83-1368　　

内　暴力をふるわれた等、人権に関する
ことや役所等への苦情や問題などの
相談に応じます。

司法書士・土地
家屋調査士による

相談会

3月5日(木)
午前9時30分

　　〜正午

場　保健福祉センター
問　社会福祉協議会
　　☎ 83-1368　

内　財産、土地家屋問題などに関する困
りごとの相談に応じます。

「防災・復興と
　男女共同参画」

講演会

3月7日(土)
午後1時30分

　　〜3時

場　健康管理センター
　　2階会議室
問　教育課　社会文化班
　　(中央公民館)
　　☎ 83-3010
■申　2月25日（水）まで

内　男女共同参画の視点を反映した災害
時の取り組み事例等を学ぶ講演会で
す。

対　地域づくり協議会関係者、防災に関
　　心のある方、男女共同参画に関心の
　　ある方

注
　
意

○申込は原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○ ■申 の記載があるものは事前に申込が必要

お information

場＝場所 問＝問い合わせ 内＝内容 対＝対象者 持＝持参品 ■費＝費用 ■申＝申込
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